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小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

髙
波　

貴
志 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

そ
れ
ら
を
整
備
し
て
い
く
上
で
の

財
源
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
も
の
を
総
合
的
に
考

え
て
、
小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
や
施
設
の
耐
用
年

数
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
ど
の
事

業
を
優
先
す
る
の
か
、
ま
た
、
代

替
手
段
が
な
い
の
か
等
、
教
育
委

員
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。教

育
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
何
を
優

先
的
に
進
め
て
い
く
の
か
を
判
断

す
る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

学
校
か
ら
も
さ
ら
に
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思�

っ
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
に
対
応

で
き
る
施
設
改
修
、
人
員
配
置
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
再
質
問
】　

看
護
師
の
確�

保
に
つ
い
て
は
、
県
な
ど
へ
広
域

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
要
望
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
看
護
師
を

有
す
る
民
間
保
育
園
と
の
協
力
体

制
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

今
後
は
、

神
奈
川
県
保
育
対
策
協
議
会
の
中

で
、
体
制
整
備
に
向
け
た
要
望
や

情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
民
間
保
育
園
と
の

協
力
体
制
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
見
地
を
い
た
だ
き
な
が
ら
状
況

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
内
に
警
察
官

が
同
乗
し
、
特
殊
詐
欺
や
点
検
商

法
な
ど
の
手
口
を
直
接
高
齢
者
に

訴
え
、
注
意
喚
起
す
る
こ
と
な
ど

は
、
危
機
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が

り
、
詐
欺
被
害
対
策
を
講
じ
る
上

で
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て
は
、
本
人
及
び

親
族
な
ど
、
損
失
を
被
っ
た
方
々

の
心
理
的
負
担
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
調
査
方
法
を
含
め

て
研
究
し
ま
す
。
ま
た
、
警
察
官

に
よ
る
市
民
へ
の
直
接
的
な
注
意

喚
起
は
効
果
的
だ
と
考
え
る
の
で
、

引
き
続
き
、
座
間
警
察
署
と
情
報

共
有
を
し
な
が
ら
効
果
的
な
方
法

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

え
、
公
共
施
設
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
を
可
能
と
す
る
こ
と
は
非
来

庁
型
市
役
所
を
目
指
す
本
市
の
目

標
か
ら
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

市
庁
舎
や
施

設
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
完
結
で

き
る
公
共
施
設
の
申
請
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
は
、
座
間
市
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
で
掲
げ
て
い
る
非
来
庁
型

の
市
役
所
を
目
指
す
上
で
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
公
共
施
設

の
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座
間
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
大
規
模
改
修
工
事
の
完
了
に
合

わ
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
導

入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

当
該
地
を
相
武
台
と
命
名
し
た
際

に
作
成
し
た
「
相
武
台
記
念
碑
」

と
「
天
皇
陛
下
の
防
空
ご
う
」
で�

す
。
昭
和
天
皇
は
７
回
、
相
武
台

に
行
幸
さ
れ
ま
し
た
が
、
防
空
ご

う
を
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
魅
力
溢
れ
る
歴
史
的
文
化

財
や
遺
産
を
活
用
し
て
、
日
本
遺

産
の
認
定
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
は
、
観
光
情
報
の
発
信
を
目
的

と
し
た
有
効
手
段
と
考
え
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

本
市
で
は
、

市
の
魅
力
や
地
域
の
特
色
な
ど
を

改
め
て
見
直
す
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ご
提
案
も
参
考
に
し
、
観

光
協
会
や
商
工
会
、
関
係
団
体
等

と
連
携
を
取
り
、
地
域
の
活
性
化

や
市
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。献
立
に
よ�

っ
て
は
、
１
日
の
給
食
の
野
菜
が

市
内
産
だ
け
で
賄
え
る
日
も
あ
る

ほ
ど
で
す
。
引
き
続
き
、
地
元
農

家
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
長　

令
和
５
年
８
月
30

日
現
在
の
貸
出
状
況
は
、１
０
０

冊
以
上
が
６
人
、
最
も
多
く
借
り

て
い
る
方
が
約
７
０
０
冊
で
す
。�

貸
出
し
、
返
却
の
冊
数
が
多
い
こ

と
で
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
処
理
に
時

間
が
か
か
り
、
他
の
利
用
者
を
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
現
状
を
見
直
し
、

貸
出
冊
数
制
限
を
設
け
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
市
で
は
、
令
和
５
年
度
中
の

学
校
施
設
適
正
化
方
針
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
策
定
さ

れ
て
も
す
ぐ
に
動
き
が
出
る
も
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
仮
に
統

廃
合
や
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
数
十
年
か
け
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
体
育

館
の
断
熱
効
果
を
上
げ
て
か
ら
の

空
調
設
備
の
導
入
で
は
あ
ま
り
に

も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

私
も
、
各
小
・
中
学
校

を
訪
問
し
て
、
施
設
の
現
状
を
確

認
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
本
市

の
学
校
施
設
の
老
朽
化
や
今
後
の

更
新
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
の
耐

用
年
数
や
設
備
の
寿
命
、そ
し
て
、

本
市
の
保
育
所
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
体
制
の
状
況
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
検
討
会

の
設
置
、
受
入
れ
の
課
題
と
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

本
市
で
は
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
策
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
時
点
で
検
討
会
は
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
。
課
題
に
つ
い
て

は
、
小
児
医
療
の
経
験
及
び
知
識

等
を
有
す
る
看
護
師
の
確
保
が
最

も
大
き
な
課
題
で
す
。
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
で
受
入

れ
可
能
な
医
療
的
ケ
ア
の
状
態
を

決
め
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
令
和

７
年
度
以
降
の
座
間
市
保
育
園
整

備
計
画
を
改
定
す
る
に
当
た
り
、

令
和
４
年
の
本
市
に
お
け
る
特

殊
詐
欺
の
発
生
状
況
は
、
23
件
で

約
２
７
０
０
万
円
、
ま
た
、
屋
根

の
ふ
き
替
え
や
外
壁
塗
装
な
ど
、

不
安
を
あ
お
り
契
約
を
迫
る
訪
問

販
売
等
の
相
談
が
84
件
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
警
察
庁
の
発
表
に

よ
る
と
被
害
の
８
割
が
高
齢
者
で
、

一
般
的
に
は
、
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
思
う
被
害
者
の
意
識
も
被
害
の

発
生
に
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
防
災
行
政

無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
義
で

あ
る
た
め
、
意
識
の
醸
成
が
図
り

に
く
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。
警
察

に
届
出
が
な
い
潜
在
的
な
被
害
状

況
や
高
齢
者
の
意
識
の
把
握
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ま
た
、

座
間
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
は
、

非
来
庁
型
市
役
所
へ
の
挑
戦
が
う�

た
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
第

４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
公
共
施
設
の
予
約
方
法
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。
要
旨
は
、
会

館
へ
直
接
出
向
か
な
く
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
予
約
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。座
間
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
は
、

「
市
民
の
Ｄ
Ｘ
と
し
て
ス
マ
ー
ト

で
優
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
記

載
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ニ
ー
プ
レ

イ
ス
座
間
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

座
間
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

利
用
者
の
利
便
性
を
考

文
化
庁
が
認
定
す
る
日
本
遺
産

は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
主
旨

の
下
、
歴
史
的
魅
力
や
日
本
の
伝

統
文
化
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
た
も

の
に
対
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

本
市
に
お
い
て
、
日
本
遺
産
認

定
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
も

の
を
２
つ
考
案
し
ま
し
た
。
１
つ

目
は
、
１
２
２
７
年
、
鎌
倉
時
代

に
近
江
源
氏
が
寄
進
し
た
、
現
在
、

星
谷
寺
境
内
に
あ
る
国
の
指
定
重

要
文
化
財
の
「
梵
鐘
」
と
武
田
信

玄
が
甲
斐
国
か
ら
相
模
国
を
拠
点

に
新
鎌
倉
と
い
う
幕
府
を
築
こ
う

と
夢
見
た
地
「
谷
戸
山
」
の
自
然

で
す
。
２
つ
目
は
、「
軍
都
座
間
」

と
題
し
、
昭
和
12
年
、
陸
軍
士
官

学
校
（
現
キ
ャ
ン
プ
座
間
）
が
開

校
し
、
昭
和
天
皇
が
行
幸
さ
れ
、

座
間
市
立
図
書
館
の
本
の
貸
出

し
に
つ
い
て
、
本
市
は
貸
出
冊
数

に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
最
大
の
貸
出
冊
数
と
そ
の
影
響

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
次
に
、
小

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
取
組
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
は
本
市
の

地
場
産
物
使
用
の
割
合
は
県
内�

19
市
内
で
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
給
食
に
お
い

て
切
り
干
し
大
根
の
使
用
頻
度
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

切
り
干
し
大
根
の
使

用
頻
度
が
高
い
理
由
は
、
栄
養
価

が
高
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ

ム
、
鉄
分
や
食
物
繊
維
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
し
っ
か
り

と
か
む
こ
と
が
で
き
る
食
材
で
あ
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３
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潟
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岩
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訪
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縄
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会
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来
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23
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神
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市
議
会
議
長
会

定
例
会
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正
副
議
長
研
修

会
…
横
浜
市

24
・�

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議

会
…
横
浜
市

25
・�

全
国
市
議
会
議
長
会
研
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フ
ォ
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ラ
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…
福
岡
県�

北
九
州
市
（
～
26
）

26
・�

沖
縄
県
宜
野
湾
市
議
会
視

察
来
訪

30
・�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

31
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高
座
清
掃
施
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会

第
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／
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国
市
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議
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第
１
０
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都
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７
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県
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国
市
議
会
議
長
会
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地

協
議
会
関
東
部
会
総
会
…

横
須
賀
市

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
施
行
か
ら
２
年
、

整
備
の
遅
れ
を
取
り
戻
せ
！

吉
田　

義
人 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
対
策
を

安
田　

早
苗 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

座
間
市
立
図
書
館
の
本
の
貸
出
し
に
つ
い
て

及
び
小
学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

川
﨑　

高
一 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

発
掘
と
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

松
橋　

淳
郎 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

公
共
施
設
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の

実
施
に
つ
い
て
問
う

加
藤　

学 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》


